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市
バ
ス
「
東
高
縄
町
」
停
よ
り
 西
へ
徒
歩
6
分
 

市
バ
ス
「
大
徳
寺
前
」
停
よ
り
 北
へ
徒
歩
1
3
分

市
営
地
下
鉄
烏
丸
線
北
大
路
駅
1
番
出
口
よ
り
 西
へ
徒
歩
1
5
分
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p
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x.
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m

書
家
。
1
9
7
5
年
京
都
生
ま
れ
。
東
京
在
住
。

1
9
9
8
年
、
立
命
館
大
学
文
学
部
哲
学
科
心
理
学
専
攻
卒
業
。

1
0
歳
よ
り
書
家
を
志
し
、
1
9
9
2
年
よ
り
個
展
を
中
心
に
活
動
。

漢
字
一
文
字
を
書
く
「
一
字
書
」
と
い
う
表
現
方
法
を
3
0
年
近
く

続
け
て
い
る
。
古
代
中
国
か
ら
数
千
年
の
時
を
生
き
て
き
た
文
字
の

力
、
そ
の
文
字
を
書
く
こ
と
の
意
味
を
追
求
し
、
独
自
の
作
品
を
制

作
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も
数
多
く
手
が
け
て
い
る
。

h
tt
p
s:
//
w
w
w
.f
ac
eb
o
o
k.
co
m
/k
as
et
su

華
雪
 か
せ
つ

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

名
前
を
書
く

5
月
2
8
日
（
土
）
夜
1
7
:0
0
-1
9
:3
0

「実用の書」の初回は一番身近な字である自分の名前

を書くことからはじめます。

筆をはじめとした様々な筆記具を用いて、自分の名前

をひらがな・カタカナ・漢字、それぞれで書き分けて

みます。そこから自分の名前の字とそこから感じるイ

メージを確かめてみることで、字を書くこととそこに

あるイメージの結びつきを体感します。

熨
斗
を
書
く

7
月
3
0
日
（
土
）
昼
1
4
:0
0
-1
6
:3
0

二十代のころにアルバイトをしていた料理屋のおかみ

さんは身近なひとに贈り物をするとき、半紙をさっと

取り出し、そこに「そ」と書き、包んでいました。「そ」

は粗品の「そ」です。ひらがなで小さく細くそっと書

かれたその字は、おかみさんの気持ちが表れているよ

うで二十年経ったいまでも印象に残っています。

「お礼」、「お祝い」、「寿」、そして「そ」。

思いを込めて字を書くということを改めて考えます。

▼



名
前
を
書
く
｜
5
月
2
8
日
（
土
）
夜
1
7
:0
0
-1
9
:3
0

熨
斗
を
書
く
｜
7
月
3
0
日
（
土
）
昼
1
4
:0
0
-1
6
:3
0

字
を
飾
る
 ｜
1
1
月
2
6
日
（
土
）
夜
1
7
:0
0
-1
9
:3
0

竹
筆
を
つ
く
る
｜
課
外
授
業
　
＊
秋
頃
を
予
定

中国には古くから「百福図」というものがあります。

百種類の異なる書体で書いた「福」を掛軸などに仕立

て飾ることで特別な福がもたらされると伝えられてき

ました。

「実用の書」の最後の回は、「福」というものをそれぞ

れにイメージして書き、新年を迎える書として仕立て

ます。そこから字を飾る意味を考えます。

毎日書く字。一旦、身体に取り込むと、あとは手のおもむくまま、

筆先がすらすらと自動的に線を描いていく。そこに自分はいな

い。これらは果たして「自分の字」なのだろうか。そんな漠然

とした思いを、華雪さんに手渡してみた。美しさや上手さでは

なく、自分の感性に触れる字を生む力は、誰にでも備わってい

るのではないか。自分を表す字、人に贈る字、持ち運ぶ字、毎

日飾る字。華雪さんに先導してもらいながら、今年は手始めに

四種の字を。

題
字
を
書
く

9
月
2
4
日
（
土
）
昼
1
4
:0
0
-1
7
:0
0

題
字
を
書
く
｜
9
月
2
4
日
（
土
）
昼
1
4
:0
0
-1
7
:0
0

自 分 の 好 き な 文 庫 本 を お 持 ち い た だ き 、 そ の 題 字 を 書

き ま す 。

そ の 作 品 を 自 分 が ど ん な ふ う に 読 ん だ の か と い っ た 読

後 の 感 触 を 、 題 字 を 書 く こ と を 通 じ て 表 現 し ま す 。 自

分 が 感 じ 取 っ た イ メ ー ジ を 字 の か た ち に ど う 表 現 す る

か 。 そ こ か ら 書 と い う 表 現 の 可 能 性 を 考 え ま す 。

＊ 書 い た 題 字 を 用 い て 、 文 庫 本 を ハ ー ド カ バ ー に 仕 立 て 直 し

ま す 。

字
を
飾
る
 

1
1
月
2
6
日
（
土
）
夜
1
7
:0
0
-1
9
:3
0

定
員
　
６
名
　
＊
要
予
約

持
ち
物
　
筆
記
道
具
　
メ
モ
帳

参
加
費
　
6
,0
0
0
円
（
材
料
費
込
）

お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み

E-
m
ai
l　
ka
se
ts
u
.w
s@
g
m
ai
l.
co
m

ご
予
約
の
際
に
は
、
氏
名
・
電
話
番
号
・
参
加
希
望
講
座
を

お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

＊
準
備
の
都
合
に
よ
り
講
座
開
講
２
日
前
以
降
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

　
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
い
た
だ
く
こ
と
が
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
見
学
無
料
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会
場
　
ア
ト
リ
エ
ミ
シ
ョ
ー
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▼


